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内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

6

担当課

1

産業振興

農政課

農地係

23

平成３０年度以降

農業

事業類型 一般

農業にふれあう場の整備を進める

3

農作業をしたことない方も含め、多くの市民に農作業に触れる場所や実習する機会を提供

し、作物の栽培方法や施肥、病害虫防除に関する基本的な知識を講義を通じて習得し、ま

た、習得した知識を実習農場で実践し、土づくりから作物の収穫までを体験することにより、

農業への興味や関心を持ってもらう。

○平成23年度事業内容

業務委託を行い講座を開催した。委託の内容は、会場手配も含めた講座開催以外に、実習

農場の管理や、講座修了者への指導援助等も含まれている。委託料のほか、実習農場で

の水道使用料や、消耗品費を支出した。委託事業者の協力により試験的に座学のみのか

んたん栽培講座を開催した。

（１） 野菜づくり講座

1年を春夏コース、秋冬コースの２回の講座とし、１回の定員２０名で開催

・実施場所：JＡ尾張中央東部営農センター会議室及び実習農場（上末東山地内）

・講座修了後も希望者には、耕作用に利用できる箇所を斡旋する等の指導援助も行う。

（２）秋冬野菜かんたん栽培講座

助成 0
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（２）秋冬野菜かんたん栽培講座

座学のみ聞きたい人を対象に、２時間程度、定員８０名程度で開催

・実施場所：小牧市役所第４会議室

【直接経費の内訳】

　消耗品費（37千円）

　水道使用料（12千円）

　委託料（2,178千円）

○平成24年度実施内容

平成23年度と同様だが、（２）のかんたん栽培講座を春夏・秋冬の２回開催する。

費用合計

2,289

531

0.00

（１）受講料１人当り5,000円（苗や種、肥料等の資材は受講料に含まれないため実費）

（２）無料（平成23年度に初めて委託事業者の協力により試験的に実施）
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平成23年度は委託先JAの協力により、試験的にかんたん講座を開催したところ、台

風の影響のあった天候にもかかわらず多数の参加者が受講し、日ごろの農作業に対

する疑問の解決等をされた。通常の講座においても、実習農園はキャンセルによる空

き区画や通路等共用部分もめ、委託先JAが良好に管理し、受講生のフォローも行っ

ている。草刈や土づくり等の重労働の実習を伴う講座だが、閉講時の受講者アンケー

トでも回答者全員が農業に対する興味が深まったと回答している。
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外部評価では、農業の担い手育成目的の事業から、市民の農業に対する興味を育て

農作業は病害虫や重労働という辛い面もあり、とくに初心者では、こうしたことで野菜

づくりに対する興味が薄れることもある。耕運機の使い方や効果的な土づくりの方法、

病害虫対策を学び、実際の作業を行う中での疑問が、講師や同じ受講者同士で相談

できるような場は少ない。

単純に貸し農園とした場合、受講者間の農業意欲差による新たなトラブルも想定され

る。
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現状維持

判定理由

一次評価のとおり。平成23年度外部評価を受けた改善が進められており現状維持とする。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

受講者の募集に際して、定員を上回る場合は初めて受講する人を優先し、また、通常

の春夏・秋冬コースとは別に、実習を伴わない聞くだけの講座も開催し、こうしたこと

で、担い手育成から市民の農業に対する興味を育てる初心者対象事業に転換を図っ

た。
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施施施施
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果果果果

事業実施におけ

る課題等

外部評価では、農業の担い手育成目的の事業から、市民の農業に対する興味を育て

る初心者対象事業への転換を求められた。担い手育成のための有効な支援策は、別

事業とすることとされた。

閉講時の受講者アンケートでも、回答者全員が農業に対する興味が深まったと回答

しており、目標を達成している。

方向性の判定


